
特別講演

　お魚の豊富な知識と経験に裏付けされたトークで知られる。2015年3月に東京海洋大学名誉博士を授与され、2021年には日本魚
類学会の代議員に選出された。様々なお魚の情報や知識・美味しい食べ方や環境問題などを伝えるべく、全国各地で講演を実施。
執筆活動では『朝日小学生新聞』にて毎週（土）「おしえてさかなクン」コラムを連載中。
　また、NHK　Eテレ『ギョギョッとサカナ★スター』毎週（金）では１つのお魚にフォーカスし、不思議なおさかなの世界を深掘り。
2021年外務省「海とさかなの親善大使」、2021年環境省「サステナビリティ広報大使」、2012年文科省「日本ユネスコ国内委員会
広報大使」、2011年農水省「お魚大使」。
　2010年には絶滅したと思われていたクニマスの生息確認に貢献。さらに海洋に関する普及・啓発活動の功績が認められ、「海洋
立国推進功労者」として内閣総理大臣賞を受賞。
　2020年に国会「国際経済・外交に関する調査会」へ参考人として登院。2022年夏には自叙伝「さかなクンの一魚一会～まいにち
夢中な人生!」(講談社)を原作とした映画「さかなのこ」が公開。
　東京都出身、館山市在住。画家。

「森は海の恋人」お魚さんの暮らす水の世界にも、緑はとっても大切
な存在です。
山から川へ、川から海へ、海から空へ、そしてまた山へとつながる水
の循環について。そして水の中で暮らす生き物たちの大切な役割や、生
き物たちの生態、環境変化と生き物たちへの影響などについて、さかな
クンのイラストを使用しながら楽しく紹介。
最後には「お魚クイズ」コーナーもあり、正解者にはさかなクン直筆イ
ラストがプレゼントされました。

さかなクン

プロフィール

◆タイトル

森林から川、海へ
～自然が教えてくれること～

◆講師

国立大学法人東京海洋大学

名誉博士・客員教授
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講評

【全体講評】

本日発表していただいた5つの緑の少年団の皆さん、ありがとうございました。

どの団も活発に思い思いに工夫を凝らして活動している様子が伝わりました。特に自分たちの地域の特色や

自然環境に気づいて、地元の人たちと協力して森づくりや緑化等の活動をされている様子はとても素晴らしく、

これからも継続していただくことで、全国の少年団の模範となってもらいたいと思います。

日本の国土面積の7割が森林です。私たちの身の回りにある豊かな緑は、きれいな空気やきれいな水、美しい

景観木材としての利用など、多くの恵みを私たちに与えてくれます。また、豊かなめぐみは、川や海、多種多様な

生き物にも及びます。

地球規模で見れば、砂漠化や温暖化を防ぎ、私たちの生活環境には欠かすことができません。かけがえのな

い国土の豊かな自然を守るために今日この活動を発表。大会に集まった皆さんがリーダーとなり、全国の緑の少

年団の皆さんと手を携え、今後も森や自然の大切さを学び、育む活動を継続していただくことを期待します。

以上全体の講評といたします。

公益社団法人 国土緑化推進機構

専務理事

沖 修司
おき しゅうじ

緑の少年団が形成されて22年目を迎えるとともに、昨年からは活動が全校に拡大するなど積極的な取り組み

が見られます。

学年縦割りの、季節を踏まえた花壇整備やさまざまな施設等への花等の提供、さらには障害者施設との共同

など、地域の人々と優しい交流が持たれており、その広い活動は素晴らしいと感じました。探究学習などに当

たっても、新しい切り口で進めており、全国の緑の少年団にも奨励したい事例だと思いました。

学校裏のどんぐり林を森林環境学習の拠点とし、クヌギ林の保全や地区の保護熊への飼料提供に加えて、ベ

ンチやブランコの整備、キノコの栽培体験、どんぐりから苗木を育てて森へ帰すなど多岐に渡る活動は大変ユ

ニークだと思いました。

会津若松市立川南小学校「ホタルの里」 緑の少年団活動発表1

結成10年を経て活動が定着してきた緑の少年団において、開校当時から保全されてきた広大な学校林を、森

林林業の学習拠点のみならず、地域の交流拠点として活用する活動が素晴らしいと思います。

団員たちによる間伐体験や生き物観察、雪山遊びのみならず、ふれあいの森を地域に開かれた憩いの場とす

るために、地域の音楽家や海外の留学生にも開かれた音楽会を開催。野外での給食など、聴覚や味覚にも働き

かけながら幅広く活動を展開する姿勢はとても力強く、他県の緑の少年団も大いに参考すべきところがあると考

えます。

生瀬緑の少年団活動発表2

隊の活動拠点となる寺院と協力して貴重な山野草を保全したり、県の緑化プロジェクトで活躍したりと、熱心

に緑化活動をしている様子がよく分かりました。また、身近な環境問題を検証するべく、清掃活動場所である川

をたどって海へ行ってみるという発想が大胆で素晴らしいです。

ごみの動態やごみの中身を分析するなど、活動に共通する科学的な視点も、他の緑の少年団の模範となると

思います。

このほか、ネイチャーゲームなどの自然との触れ合いや災害発生時に備えた取り組みなど幅広く活動されてお

り、今後もダイナミックな活動を期待しています。

ガールスカウト都留 緑の少女隊活動発表3

結成されて間もない緑の少年団ですが、江戸幕府の直轄地として林業が栄えてきた土地柄で、学校独自の植

樹や森林教室を長年行ってきた学校団です。

地元産業を学ぶ過程では、地元関係団体の丁寧なバックアップを得て、かんな削りやVRチェーンソーなど伝

統と革新が程よく盛り込まれた様子。様々な体験を行っており、大変うらやましい環境です。

各学年が取り組む木育活動の他、5年生は林地に出向いての間伐体験、御神木の収穫跡地の見学、立木が

建築材料になる過程の見学、木材の最終消費である家屋の見学と木材と再利用の可能性までと、1年間で学ぶ

情報量の豊かさは他に類を見ません。

地域の価値に気づき、誇りを持って卒業する6年生のさらなる活躍を期待します。

付知南小学校みどりの少年団活動発表4

都市部にありながら、学習林や広い畑を有するなど、恵まれた自然環境を活かして活動に取り組んでいる様

子が伝わってきます。

学校全体で緑の少年団を組織していることから、各学年に応じて充実した森林学習の機会が設けられ、活発

な里山保全が行われている点は、都市部の学校団の手本となる好事例だと思いました。

特に5年生では、自然環境の保護をテーマに、竹の有効利用を通じて自然界の循環を理解するとともに、6年

生ではなしっこマウンテンの竹林を整備し、新入生に学びの場として引き継ぐなどの活動に取り組んでいます。

こうした活動に当たっては学校生徒のみならず、PTA等も関係して進められていることも高く評価したいと思い

ます。

梨の木小みどりの少年団活動発表5
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みどりの奨励賞表彰（国土緑化推進機構理事長賞） 緑の少年団育成功労賞表彰

会津若松市立川南小学校
「ホタルの里」緑の少年団（福島県）

「みどりの奨励賞」は、日々、優れた活動を行い、かつ今後の活動の充実が期待できると認めた緑の少年団に

対し贈られる賞です。

生瀬緑の少年団（茨城県） ガールスカウト都留
  緑の少女隊（山梨県）

付知南小学校
みどりの少年団（岐阜県）

梨の木小
みどりの少年団（愛知県）

緑の少年団の育成に多大な貢献をされた、個人並びに団体に対し感謝状を贈呈するものです

株式会社たなべたたらの里（島根県）吉田中学校緑の少年団
大野小学校忍者の森を守る会（熊本県）芦北町立大野小学校緑の少年団

梅津　忠一（山形県）いいで緑の少年団（飯豊町立添川小学校）
川上　雅教（東京都）八王子森林パトロール隊
栗谷本　征二（岐阜県）付知南小学校みどりの少年団

個人の部

団体の部

※大野小学校忍者の森を守る会は、ご都合により欠席

※敬称略

株式会社たなべたたらの里
代表　佐藤 延幸

梅津　忠一（山形県） 川上　雅教（東京都） 栗谷本　征二（岐阜県）
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緑の少年団参加一覧閉会のことば

　本日は県内並びに県外から多くの皆様に本大会に御参加いただき、誠にありがとうございました。活動発表をさ

れました少年団の皆様方には、日頃からの活動について元気よく、そして素晴らしい発表をしていただきました。

　本県におきましても、こうした将来を担う皆さんの活動を見守りながら、一緒にきれいな水や空気、災害の防止な

どの豊かな森の恵みを受けることができる、活力のある森林づくりに取り組んでまいりたいと思います。

　少年団の皆様方はこれから交流集会に参加されますが、日頃の活動について、お互いの情報交換と交流を深め

ていただく予定です。それぞれの地元で一層の活動の推進に役立てていただきたいと願っております。

　結びに御参集の皆様方の御多幸と御健勝を御祈念申し上げまして、閉会の挨拶とさせていただきます。

　本日は誠にありがとうございました。

茨城県教育委員会

学校教育部長

柳橋 常喜
やぎはし つねき

桜地区緑の少年団

潮来第一中学校緑の少年団

麻生東小学校緑の少年団

白方小学校緑の少年団

生瀬緑の少年団

五霞東小学校緑の少年団

【発表団体】

会津若松市立川南小学校「ホタルの里」
緑の少年団／福島県

生瀬緑の少年団／茨城県 ガールスカウト都留
緑の少女隊／山梨県

付知南小学校
みどりの少年団／岐阜県

梨の木小みどりの少年団／愛知県

【参加団体】

麻生東小学校緑の少年団／茨城県

麻生中学校緑の少年団／茨城県

玉造中学校緑の少年団／茨城県

潮来第一中学校緑の少年団／茨城県

五霞東小学校緑の少年団／茨城県

金砂郷小学校緑の少年団／茨城県

白方小学校緑の少年団／茨城県

ながぬま緑の少年団／北海道

東大宮小みどりの少年団／宮崎県

交流集会 県内緑の少年団
活動紹介パネル

生瀬緑の少年団／茨城県

麻生東小学校緑の少年団／茨城県

潮来第一中学校緑の少年団／茨城県

五霞東小学校緑の少年団／茨城県

白方小学校緑の少年団／茨城県

会津若松市立川南小学校 ホタルの里　緑の少年団／福島県

ガールスカウト都留　緑の少女隊／山梨県

付知南小学校 みどりの少年団／岐阜県

梨の木小みどりの少年団／愛知県

東大宮小みどりの少年団／宮崎県

ながぬま緑の少年団／北海道

活動発表大会
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緑の少年団参加一覧閉会のことば

　本日は県内並びに県外から多くの皆様に本大会に御参加いただき、誠にありがとうございました。活動発表をさ

れました少年団の皆様方には、日頃からの活動について元気よく、そして素晴らしい発表をしていただきました。

　本県におきましても、こうした将来を担う皆さんの活動を見守りながら、一緒にきれいな水や空気、災害の防止な

どの豊かな森の恵みを受けることができる、活力のある森林づくりに取り組んでまいりたいと思います。

　少年団の皆様方はこれから交流集会に参加されますが、日頃の活動について、お互いの情報交換と交流を深め

ていただく予定です。それぞれの地元で一層の活動の推進に役立てていただきたいと願っております。

　結びに御参集の皆様方の御多幸と御健勝を御祈念申し上げまして、閉会の挨拶とさせていただきます。

　本日は誠にありがとうございました。

茨城県教育委員会

学校教育部長

柳橋 常喜
やぎはし つねき

桜地区緑の少年団

潮来第一中学校緑の少年団

麻生東小学校緑の少年団

白方小学校緑の少年団

生瀬緑の少年団

五霞東小学校緑の少年団

【発表団体】

会津若松市立川南小学校「ホタルの里」
緑の少年団／福島県

生瀬緑の少年団／茨城県 ガールスカウト都留
緑の少女隊／山梨県

付知南小学校
みどりの少年団／岐阜県

梨の木小みどりの少年団／愛知県

【参加団体】

麻生東小学校緑の少年団／茨城県

麻生中学校緑の少年団／茨城県

玉造中学校緑の少年団／茨城県

潮来第一中学校緑の少年団／茨城県

五霞東小学校緑の少年団／茨城県

金砂郷小学校緑の少年団／茨城県

白方小学校緑の少年団／茨城県

ながぬま緑の少年団／北海道

東大宮小みどりの少年団／宮崎県

交流集会 県内緑の少年団
活動紹介パネル

生瀬緑の少年団／茨城県

麻生東小学校緑の少年団／茨城県

潮来第一中学校緑の少年団／茨城県

五霞東小学校緑の少年団／茨城県

白方小学校緑の少年団／茨城県

会津若松市立川南小学校 ホタルの里　緑の少年団／福島県

ガールスカウト都留　緑の少女隊／山梨県

付知南小学校 みどりの少年団／岐阜県

梨の木小みどりの少年団／愛知県

東大宮小みどりの少年団／宮崎県

ながぬま緑の少年団／北海道

活動発表大会
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